
意 見 書

令和３年１２月２３日

三種町教育委員会

教育長 藤田 良博 様

三種町立小・中学校再編準備委員会

委員長 近 藤 国 義

１．はじめに

本町の児童生徒の減少が進む中、令和２年７月に「三種町立小・中学校の在

り方検討懇談会」が設けられ、将来の教育の機会均等や教育水準の向上を図る

ための望ましい教育環境について検討を重ね、「意見書」が提出された。それを

基に、三種町教育委員会での協議を経て、三種町総合教育会議に諮り、令和３

年１月に「三種町町立学校再編整備計画」が策定された。

本計画では、再編整備に係る基本的な考え方が示されるとともに、再編計画

として、小学校は琴丘・山本・八竜３地域に各１校とすること、中学校は町１

校に統合し、新中学校は、山本中学校グラウンド内に建設することが示された。

計画策定後、三種町議会全員協議会で説明が行われるとともに、町民説明会や

保護者説明会が実施された。また、三種町議会では３月及び６月定例会におい

て一般質問があった。学校再編への方向性については、いずれも異論はなかっ

たが、統合中学校の建設候補地選定については、もっと十分な協議が必要であ

ることや、他の建設候補地を推薦する意見が出された。

そうしたことを受け、令和３年度において「三種町立小・中学校再編準備委

員会」が設置された。当委員会は、学識経験者、民生委員、ＰＴＡ・保護者会、

校長会、自治会代表及び一般公募からなる２９名で構成され、建設候補地選定

等について協議を重ねてきた。
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２．再編準備委員会での協議

（１）６月２９日 第１回再編準備委員会

事務局より学校再編の経緯や、建設時期、統合小・中学校の設置場

所等について説明があり、再編の方向性として、小学校は３地域に各

１校、中学校は町１校に再編とすることを確認した。

統合中学校の建設候補地について山本中学校敷地内、琴丘中学校・

ことおか中央公園内と、じゅんさいの館付近の水田とし、大まかな建

設費用や活用財源、建設期間、各地域からの距離等について資料の提

示があった。協議の中で八竜中学校周辺を候補地とする要望があり、

追加することとした。(資料１)

（２）８月５日 第２回再編準備委員会

第１回再編準備委員会の意見を踏まえて、統合中学校の建設候補地

を、山本中学校敷地内、琴丘中学校・ことおか中央公園周辺、八竜中

学校周辺、二ツ森地区周辺（水田・畑地）の４カ所とした。最初に各

候補地ごとの校舎配置をシミュレーションした航空写真を示し、検討

項目（①校舎・体育館の建設地、②その他の必要な施設、③学校まで

の距離、④通学の安全性、⑤スクールバスの利用、⑥完成年度、⑦用

地買収)を設けて、グループ及び全体会で協議を行った。

次に、各候補地の「よいと思うところ」「課題と思うところ」「疑問

点」について意見を出し合った。（資料２）

（３）１０月７日 第３回再編準備委員会

第２回再編準備委員会で出された課題をどう解決できるか、事務局

より現状や考えられる対応について、課題解決のための７つのポイン

ト（①通学路、②防犯、③防災、④通学路と時間、⑤施設、⑥熊の出

没状況、⑦その他）に基づいて説明を受けた。その説明に対し、グル

ープ協議や全体会で質疑を行った。また、建設候補地を二つ程度に絞

り込んでいく時期との意見が出され、現時点での意向調査を実施した。

その結果は、第１候補地として山本中学校敷地内６４％、第２候補地

として琴丘中学校・ことおか中央公園周辺５４％となった。

（資料３，４，５）

（４）１１月３日 統合中学校建設候補地視察会

第３回再編準備委員会で示した資料をもとに、建設候補地それぞれ

のよさや、課題について再確認するとともに、課題についての対応策

について、事務局より説明があった。（資料６）
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（５）１１月１２日 第４回再編準備委員会

事務局より、統合中学校建設候補地視察会の様子や第３回再編準備

委員会での意向調査の結果が説明された。

会議では、候補地視察会を受けて再度意向調査をしてほしい、文部

科学省の指針を基に再評価し直し、もっと時間をかけてやるべきだと

の意見が出された。これに対し、複式学級の解消のために先延ばしせ

ず、子どもたちのために再編を急ぐべき、これまで自分たちが検討し

てきたことが大切である、意向調査で過半数を占めた建設候補地２つ

に絞って検討を進めるべきとの意見も出された。

結果、山本中学校敷地内と、琴丘中学校・ことおか中央公園周辺の

２か所を統合中学校の候補地として、意見書をまとめていくこととし

た。（資料６）

（６）１２月２０日 第５回再編準備委員会

起草された意見書について協議し、その内容を決定した。

３．提言

統合中学校の建設場所は、山本中学校敷地内あるいは琴丘中学校・ことおか

中央公園周辺のいずれかを適地と考える。

Ⅰ．山本中学校敷地内

（１）建設の適地とする理由

①委員を対象とした意向調査において、第１候補地として６４％を

占めた。

②敷地内に主要施設を配置できる。また、公共施設（山本体育館、

山本球場等）の利用もできる。

③令和４年から令和７年度までの工事で、令和８年度に開校が期待

できる。

④合併特例債等の活用ができ、財源について見通しをもって対応で

きる。

⑤通学距離が各地域の中間に位置する。スクールバスの運行では琴

丘地域、八竜地域ともに３０分程度で通学できる。

⑥中学校までの歩道・街灯が整備されている。
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（２）課題と解決策

①校地の一部に土砂災害特別警戒区域（体育館西側）が指定されて

いる。現在中学生が使用していることを考えても、早期に改修工

事等による対応が求められる。

②グラウンドの広さを最大限確保するため、校舎の建て方等の工夫

が求められる。

③生徒の安全確保の視点から、スクールバスのロータリーの設置を

考えるべきである。

④校地内を通る公道に関することや、山本中学校入口の信号機周辺

の安全対策が求められる。

Ⅱ．琴丘中学校・ことおか中央公園周辺

（１）建設の適地とする理由

①委員を対象とした意向調査において、第２候補地として５４％を

占めた。

②琴丘総合体育館やテニスコート等、スポーツ施設が最も充実して

いる。また、琴丘森岳ＩＣも近く、他校との交流にも便利な位置

である。

③令和４年から令和７年度までの工事で、令和８年度に開校が期待

できる。

④合併特例債等の活用ができ、財源について見通しをもって対応で

きる。

⑤山本・八竜の全域がスクールバスの対象となる。

⑥中学校までの歩道・街灯が整備されている。

（２）課題と解決策

①校舎からスポーツ施設までの距離等を考慮し、新校舎の建設場所

は現校舎の位置が適している。それに伴い建設と旧校舎解体の時

期や対応の検討が求められる。

②ことおか中央公園内にある多目的広場を学校のグラウンドとして

活用することについては、公園施設の除外申請等の対応が必要で

ある。

③山本地域の金岡地区からの通学に時間を要するため、対応を考え

るべきである。

④ことおか中央公園入口の安全対策が求められる。
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４．今後配慮すべき事

（１）統合に関する委員会等を開催して、目指すべき教育の在り方を早急

に検討し、統合後の学校がスムーズにスタートできるよう努めること。

（２）将来を担う子どもたちの教育環境を第一に考え、特色ある学校づく

りに努めること。

（３）統合を見据え、３つの中学校の生徒の交流に努めること。

（４）遠距離通学となる生徒や保護者の負担を考え、適切な通学支援を検

討すること。

（５）統合に関する委員会の協議内容について、町民への広報に努めるこ

と。

（６）学校再編後の校舎等の利活用方法について、地域住民と共に検討す

ること。

５．おわりに

三種町立小・中学校再編準備委員会は、三種町の子どもたちの現状や将来を

見据え、よりよい教育環境づくりを考えながら、統合中学校建設について検討

を重ねてきた。

既存の中学校は、これまでに歴史を刻み地域の期待の中で育まれてきた学校

であり、立地を含めてそれぞれによさがあり、地域の方々の学校への想いを改

めて感じることができた。また、民有地においても見晴らしがよく、新たに建

設できることなどのよさも感じられた。

建設候補地の選定については、じっくり時間をかけて考えていくべきという

意見があった一方、子どもたちの現状を考えて、集団の中でより多様な考え方

に触れる機会や、活気ある部活動等ができる教育環境づくりが必要との考えな

どから、統合を急ぐべきとする多数の意見もあった。また、防災対応や通学路

の安全性の検討、更には用地取得に関する諸課題を指摘する声など、多様な意

見もあった。

本意見書は、未来を切り開いていく力をもった三種町の子どもたちのことを

考えて作成した。今後とも子どものために、家庭・地域と連携しながら、より

よい教育環境の整備を進め、三種町の教育の発展を期待するものである。
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資 料

資料１ 第１回 三種町立小・中学校再編準備委員会

資料２ 第２回 三種町立小・中学校再編準備委員会

資料３ 第２回 三種町立小・中学校再編準備委員会資料 ○課題と解決案

資料４ 第３回 三種町立小・中学校再編準備委員会

資料５ 第３回 三種町立小・中学校学校再編準備委員会「意向調査」結果

資料６ 中学校建設候補地視察会、第４回三種町立小・中学校再編準備委員会
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６
月
29
日
、
琴
丘
地
域
拠
点
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
第
１
回
三
種
町

立
小
・
中
学
校
再
編
準
備
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
の
委
員
は
、
小
・
中

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
幼
稚
園
・
保
育

園
の
保
護
者
、
自
治
会
、
校
長
会
、

学
識
経
験
者
、
一
般
公
募
か
ら
選

出
さ
れ
た
方
な
ど
、
約
30
人
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
１
回
目
の
会
議
で
は
、
教
育

委
員
会
か
ら
現
在
ま
で
の
経
緯
や

学
校
再
編
の
時
期
、
統
合
小
・
中

学
校
の
設
置
場
所
等
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
準
備
委
員
会

は
、
今
回
を
含
め
て
５
回
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

６月29日（火）：琴丘地域拠点センター

　

こ
れ
ら
の
計
画
に
つ
い
て
住
民

説
明
会
や
町
議
会
で
は
、
中
学
校

の
建
設
候
補
地
に
つ
い
て
の
質
問

や
再
考
を
求
め
る
声
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
ら
を
受
け
て
今
回
の
準

備
委
員
会
で
は
、
教
育
委
員
会
か

ら
統
合
中
学
校
の
候
補
地
と
し
て

「
山
本
中
学
校
敷
地
内
」、「
こ
と

お
か
中
央
公
園
内
」、「
じ
ゅ
ん
さ

い
の
館
周
辺
」
の
候
補
地
に
つ
い

て
、
大
ま
か
な
建
設
費
用
や
活
用

財
源
、
建
設
期
間
、
各
地
域
か
ら

の
距
離
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
本
準
備
委
員
会
で
の
協

議
内
容
等
に
つ
い
て
、
主
な
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
１
新
中
学
校
の
建
設
候
補
地

と
し
て
、
八
竜
中
学
校
の
敷
地
や

周
辺
を
加
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
１
建
設
候
補
地
に
加
え
て
検

討
す
る
。

Ｑ
２
建
設
候
補
地
に
つ
い
て
、

準
備
委
員
会
の
委
員
で
現
地
を
視

察
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
２
航
空
写
真
等
を
使
い
、
候

補
地
が
分
か
る
よ
う
に
示
し
た
い
。

Ｑ
３
財
源
等
に
つ
い
て
も
っ
と

分
か
り
や
す
い
資
料
や
、
協
議
し

た
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
を
配
布

し
て
も
ら
え
な
い
か
。

Ａ
３
可
能
な
限
り
要
望
に
対
応

し
た
い
。

　

こ
の
他
に
も
「
学
校
統
合
の
知

見
を
高
め
る
た
め
に
有
識
者
に
よ

る
講
演
会
を
計
画
し
て
は
ど
う

か
」、「
将
来
的
に
は
小
・
中
一
貫

校
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
場
所
を

選
ん
で
ほ
し
い
」、「
農
地
を
つ
ぶ

す
の
は
好
ま
し
く
な
い
。
町
有
地

を
有
効
利
用
す
る
べ
き
だ
」
と
の

意
見
や
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
準

備
委
員
会
で
は
今
後
、
通
学
方
法

や
安
全
面
、
求
め
ら
れ
る
施
設
、

中
学
校
校
舎
の
建
設
場
所
等
に
つ

い
て
協
議
を
深
め
、
今
年
度
中
に

意
見
書
を
教
育
委
員
会
に
提
出
す

る
予
定
で
す
。

　

令
和
２
年
度
に
提
出
さ
れ
た

「
小
・
中
学
校
の
在
り
方
懇
談
会

の
意
見
書
」
な
ど
を
参
考
に
、
総

合
教
育
会
議
等
を
経
て
、
１
月
に

学
校
再
編
整
備
計
画
を
次
の
よ
う

に
策
定
し
ま
し
た
。

小・中学校の学校再編について
～「第１回 三種町立小・中学校再編準備委員会」から～

こ
れ
ま
で
の

経
緯
等
に
つ
い
て

～
教
育
委
員
会
か
ら
～

小
学
校

　
琴
丘
地
域
は
現
状
維
持
で
、

山
本
地
域
お
よ
び
八
竜
地
域

は
、
令
和
９
年
度
に
そ
れ
ぞ

れ
１
校
に
統
合
し
た
い
。

山
本
地
域

・
令
和
４
年
度
に
下
岩
川
小

を
森
岳
小
に
統
合
し
た
い
。

・
令
和
９
年
度
に
森
岳
小
と

金
岡
小
を
山
本
中
校
舎（
改

修
）
に
統
合
し
た
い
。

八
竜
地
域

　

令
和
９
年
度
に
湖
北
小
と

浜
口
小
を
八
竜
中
校
舎
（
改

修
）
に
統
合
し
た
い
。

中
学
校

　

令
和
７
年
度
中
に
山
本
中

敷
地
内
に
統
合
中
を
新
築
し

た
い
。

学
校
再
編
情
報
コ
ー
ナ
ー

令
和
３
年
第
３
号

　
―
発
行
者
―

　
　
　
三
種
町
教
育
活
動
推
進
員

長
浜　
　
中
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前
回
の
第
１
回
三
種
町
立
小
・
中

学
校
再
編
準
備
委
員
会
で
は
、
小
学

校
の
再
編
整
備
計
画
（
琴
丘
地
域
は

現
状
維
持
。
山
本
お
よ
び
八
竜
地
域

は
、
令
和
９
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
１
校

に
統
合
）
に
つ
い
て
は
特
に
異
論
が

な
か
っ
た
も
の
の
、
中
学
校
の
新
校

舎
建
設
場
所
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
候
補
地
で
あ
る
山
本
中
学
校
敷
地

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
）、
こ
と
お
か
中
央
公

園
（
多
目
的
広
場
・
琴
丘
中
学
校
敷

地
）、じ
ゅ
ん
さ
い
の
館
周
辺
（
じ
ゅ

ん
さ
い
の
館
周
辺
ま
た
は
二
ツ
森
地

区
内
）、
そ
れ
に
新
た
に
加
え
た
八

竜
中
学
校
周
辺
の
４
か
所
で
検
討
を

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
て
第
２
回
準
備
委

員
会
で
は
分
科
会
方
式
と
し
、
特
に

将
来
、
自
分
の
子
ど
も
を
入
学
・
進

学
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
現
役
世
代
の

幼
稚
園
・
保
育
園
、
小
・
中
学
校
の

委
員
一
人
ひ
と
り
か
ら
、
意
見
や
要

望
を
出
し
て
も
ら
い
協
議
し
ま
し
た
。

幼
稚
園
・
保
育
園
Ｇ

•
�

中
学
校
の
建
設
場
所
に
つ
い
て

は
、
各
地
域
と
も
近
い
こ
と
に
越

し
た
こ
と
は
な
い
が
特
に
こ
だ
わ

ら
な
い
。
ど
こ
で
も
よ
い
の
で
早

め
に
決
め
て
も
ら
い
た
い
。

•
�

通
学
距
離
が
長
く
な
れ
ば
、
朝
の

準
備
等
で
保
護
者
の
負
担
が
増
え

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
ス
ク
ー

ル
バ
ス
等
を
充
実
さ
せ
て
も
ら
い

た
い
。

•
�

国
道
付
近
に
建
設
し
た
場
合
に
は

交
通
安
全
上
、
心
配
で
あ
る
。

•
�

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
、
八
竜
中
は

河
川
浸
水
想
定
区
域
、
山
本
中
は

土
砂
災
害
警
戒
区
域
と
な
っ
て
い

る
が
そ
れ
ぞ
れ
大
丈
夫
か
。

小
学
校
・
中
学
校
Ｇ

•
�

中
学
校
の
建
設
場
所
は
、
地
元
に

建
設
し
て
も
ら
え
れ
ば
あ
り
が
た

い
が
、
場
所
は
ど
こ
で
も
い
い
の

で
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
安
全
面
、

部
活
動
等
の
充
実
を
図
っ
て
ほ
し

い
。

•
�

現
役
世
代
の
意
見
を
尊
重
し
て
ほ

し
い
。

•
�

財
政
的
な
負
担
を
将
来
に
残
さ
な

い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

•
�

建
設
地
選
定
に
地
元
愛
を
発
揮
す

る
の
は
分
か
る
が
、
子
ど
も
を
第

一
に
考
え
て
ほ
し
い
。

自
治
会
Ｇ

•
�

統
合
が
進
ん
だ
場
合
の
現
役
世
代

で
あ
る
幼
・
保
Ｇ
、
小
・
中
Ｇ
の

意
見
を
大
切
に
し
た
方
が
よ
い
の

で
は
な
い
か
。

•
�

ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
高
速
Ｉ
Ｃ
等
環

境
や
利
便
性
を
優
先
し
た
方
が
よ

い
の
で
は
な
い
か
。

•
�

財
政
面
で
負
担
が
か
か
ら
な
い
方

が
よ
い
の
で
は
。

•
�

山
本
中
学
校
の
一
部
は
土
砂
災
害

警
戒
区
域
と
な
っ
て
い
る
。

•
�

予
算
面
や
通
学
距
離
（
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
含
む
）、
安
全
面
に
絞
っ
て

検
討
を
進
め
て
は
ど
う
か
。
候
補

地
で
あ
る
４
か
所
を
２
か
所
に
絞

り
込
ん
で
検
討
す
る
の
は
ど
う
か
。

そ
の
際
、
予
算
面
に
関
す
る
資
料

を
準
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

民
生
・
学
識
・
公
募
Ｇ

•
�

建
設
候
補
地
の
現
地
見
学
会
や
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。

•
�

現
役
世
代
の
幼
・
保
、
小
・
中
の

意
見
を
尊
重
し
て
ほ
し
い
。

•
�

育
成
す
る
児
童
生
徒
の
姿
、目
指

す
べ
き
学
校
像
な
ど
、し
っ
か
り
し

た
計
画
を
立
て
て
進
め
て
ほ
し
い
。

•
�

交
通
事
情
や
街
灯
、地
質
調
査
等
、

安
全
面
を
し
っ
か
り
し
て
進
め
て

ほ
し
い
。

•

建
設
候
補
地
に
つ
い
て
、
い
く
つ

か
に
絞
っ
た
り
評
価
方
式
で
進
め

た
り
し
て
は
ど
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
内
容
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
科
会
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
準
備
委
員
会
で
は
、
町
教

育
委
員
会
か
ら
中
学
校
の
建
設
候
補

地
４
か
所
の
航
空
写
真
や
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
検
討
項
目
（
①
校

舎
・
体
育
館
の
建
設
地
②
そ
の
他
の

必
要
な
施
設
③
学
校
ま
で
の
距
離
④

通
学
の
安
全
性
⑤
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

利
用
※
現
在
の
基
準
６
㎞
以
上
⑥
完

成
年
度
⑦
用
地
買
収
の
必
要
性
）
等

の
資
料
も
提
示
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

「
良
い
と
思
う
と
こ
ろ
」、「
課
題
と

思
う
と
こ
ろ
」
や
「
疑
問
点
」
を
出

し
合
い
ま
し
た
。

10
月
７
日
開
催
予
定
の
第
３
回
準

備
委
員
会
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら

出
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
協
議
を
深

め
て
い
く
予
定
で
す
。

学
校
再
編
情
報
コ
ー
ナ
ー

令
和
３
年　
第
４
号

　
―
発
行
者
―

　
　
　
三
種
町
教
育
活
動
推
進
員

長
浜　
中

小・中学校の学校再編について
８月５日（木）：琴丘地域拠点センター

～「第２回 三種町立小・中学校再編準備委員会」から～

各
分
科
会
で
の
主
な
協
議
内
容
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

＊
Ｇ
は
グ
ル
ー
プ

令和３年９月 248



第２回 三種町立小・中学校再編準備委員会資料

○課題と解決案
山本中

通学路 ・信号機 ⇒ ９月議会でも指摘あり。関係機関との協議を通し対応。

・信号機から入口 ⇒ 歩道あり。車線幅は約６ｍ。県道約６ｍで同程度。

制限速度表示。街灯～有り

・入口のＴ字路 ⇒ 標識・停止線の設置、交通安全運動等。

・校地内の坂道 ⇒ 現状。

・校地内の幅 ⇒ 約５．６ｍで幅は確保されている。

＊通路支障となる樹木伐採。 ＊ロータリーの検討。

防 犯 ・敷地内に公道～利用者：１名、利用時間：日中、利用台数：１台(山中より聞取)
＊不特定多数の人は、入りづらい。

防 災 ・土砂災害の恐れがあれば必要に応じて改修する。

・土砂災害特別警戒区域 ⇒ 体育館の辺り。現状は避難訓練の実施で可。

＊テニスコート下の崩れ ⇒ 業者の見立てでは、土砂崩れというよりは、松の木

の倒木による崩れ。

・河川氾濫区域 ⇒ 信号から学校までの道路が冠水したのは、H25年。
現在、河川改修工事進行中で改善されている。25年以降の河川の氾濫はなし。

・軟弱地盤 ⇒ 山本中建設の際の「山本統合中学校敷地地盤調査」によると、地盤

は建設に適していると報告されている。

・過去二回の大地震 ⇒ 被害なし。

・洪水・ため池災害時の避難場所である。

通学距離 ・６㎞以上は、基本的にスクールバスの利用。

と時間 山本中は、基本的に現状通り。下岩川・金岡地区はスクールバス利用。

他は、徒歩、自転車及び保護者送迎。琴丘地区(長信田・泉沢除く)、八竜地区(川

尻除く) は、スクールバス利用。

発着時間想定（別紙シミュレーションによる）

琴丘地区 １天瀬川方面 31分、２鹿渡方面 18分
山本地区 １下岩川方面 31分、２金岡方面 45分
八竜地区 １大曲方面 25分、 ２大谷地方面 29分、３浜田方面 28分

施 設 ・前回は、現在の校舎規模でのシミュレーション。

・開校時の予定学級数から予想すると現校舎よりコンパクトになる。

・グランドは、125.8m× 98.1m。（２５０ｍトラック）

熊 ・近年の出没状況は、無し。

その他 ・共励館付近の法面工事は、応急処置ではなく本格改修。

・校門から野球場までは 326.5ｍ。校内の坂道を自転車に乗っての通行禁止。
・ソフトボール場の広さは、あくまでも練習場としての広さの確保

・校地内の勾配、高低差について～解消することは難しい。

・車での送迎等での敷地内通行について～通行のルール作り。

・中学校プールの建設は予定無し。使用の場合はＢ＆Ｇ。

資料３
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琴丘中・ことおか中央公園

通学路 ・中央公園前の十字路の見通し ⇒ 信号等設置の要望

防 犯 ・町道がある。施設利用者が通る。

防 災 ・洪水・ため池、土砂災害の避難場所である。

・沼は特に問題なし。

通学距離 ・６㎞以上は、基本的にスクールバスの利用。

と時間 琴丘中は、上岩川・鯉川地区はスクールバス利用となり、後は現状どおりで、徒

歩、自転車及び保護者送迎。

山本地区と八竜地区は、スクールバス利用。

・発着時間想定 （別紙シミュレーションによる）

琴丘地区 ほぼすべてが自転車等の通学

山本地区 １下岩川方面 38分、２大町方面 31分、３金岡方面 57分
八竜地区 １大曲方面 26分、 ２大谷地方面 32分、３浜田方面 33分

施 設 ・校舎から各種施設への距離

総合体育館 755.4ｍ
テニスコート 403.2ｍ
グランド 382.4ｍ（多目的広場）

・グランドの広さ縦 120ｍ、横 90ｍ(多目的広場)
・スカルパ球場の使用 ⇒ 大会利用の球場で、普段の部活動での使用は不可。

・現校舎と校地内野球場の位置交換は可能。しかし、校舎入口、各施設までの距離、

採光等の面から、現校舎の位置がよいとの考え方もある。ただ、そうなると、校

舎完成まで他の場所に移動。

・中学校プールの建設は予定無し。使用の場合はＢ＆Ｇ。

・駐車場の確保 ⇒ 旧テニスコートを利用できる。

・野球場とソフトボール場は、現在使用している広さと同程度。

熊 ・近年の出没状況は ⇒ 令和３年度中学校付近で目撃情件報２件あり

・施設間の距離・勾配、高低差について ⇒ 解消することは難しい。

その他 ・安全安心対策について ⇒ 指導や広報等ソフト面での充実に努める。
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八竜中周辺

通学路 ・中学校入り口が狭い ⇒ 改修工事。信号機設置を要望。

・鵜川方面からの通学路が狭く危険 ⇒ 通学指導の充実。

防 犯 ・学校の周囲が公道である。人の出入りについては、今までと同様の対応が必要。

防 災 ・土砂災害の避難場所である。

・河川氾濫区域に指定されている。過去に浸水したことはない。

・地震災害にやや心配はある。

通学距離 ・６㎞以上は、基本的にスクールバスの利用。

と時間 八竜中は、飯塚・追泊地区はスクールバス利用となり、後は現状どおりで、徒歩、

自転車及び保護者送迎。

・琴丘地区と山本地区(和田地区を除く) は、スクールバス利用。

・発着時間想定（別紙シミュレーションによる）

琴丘地区 １鯉川方面 44分、鹿渡方面 24分
山本地区 １下岩川方面 44分、２大町方面 35分、３金岡方面 61分
八竜地区 バス送迎の対象なし

施 設 ・野球場への距離 約 600ｍ
校地外にある ⇒ 移動ルートの確立。

野球場までの安全確保。

国道横断のための歩行者専用信号等の設置要望

・野球場やテニスコートの土日利用 ⇒ 現状では一般優先

・敷地が狭い ⇒ テニスコートの確保が状況により困難。

熊 ・近年の出没状況は、無し。

その他 ・冬道や風の強さ

・安全安心対策について ⇒ 指導や広報等ソフト面での充実に努める。
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二ッ森周辺

通学路 ・国道の交通量が多い ⇒ 徒歩・自転車通学の安全指導強化。

・交通安全上の問題あり ⇒ ガードレール、歩道、街灯等の整備。（国県と協議）

・送迎時の交通事故が心配 ⇒ 危険個所の洗い出しや冬道での危険個所を示す。

防 犯 ・防犯のため、フェンス等が必要 ⇒ 設置を検討。

防 災 ・田圃造成地で軟弱地盤では？ ⇒ 地質調査で明らかにしていく。

・丘の上、崖は大丈夫か ⇒ 必要であれば対策をとり対応する。

通学距離 ・６㎞以上は、基本的にスクールバスの利用。

と時間 スクールバス利用地区は、他の候補地より少ない。

徒歩、自転車及び保護者送迎の地区が多くなる。

・発着時間想定（別紙シミュレーションによる）

琴丘地区 １天瀬川方面 21分
山本地区 １下岩川方面 28分、２金岡方面 54分
八竜地区 １大谷地方面 23分、２浜田方面 23分

施 設 ・土地購入のための町財政は大丈夫か ⇒ できるだけ有利な起債を活用して対応。

・建設コストが高い ⇒ できるだけ有利な起債を活用して対応。

・農地の転用は可能か ⇒ 手続きはあるが、地権者の意向が不明である。

農業振興地域の農用区域農地に指定されている。除外申請許可の見通しは不明確。

・用地買収は、現実的か ⇒ 見通せない状況である。

熊 ・近年の出没状況は、無し。

その他 ・冬場の吹雪・路面凍結・吹き溜まりが心配 ⇒ 自然相手であるが、注意箇所の把

握が必要。

・完成までの時間がかかる ⇒ 農地転用の許可や農振除外、スムーズな買収に期待。

・保護者の負担が大きい ⇒ 軽減を図れるよう、対応可能なことを進めていく。
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小・中学校の学校再編について
～「第３回 三種町立小・中学校再編準備委員会」～

　

８
月
に
行
わ
れ
た
第
２
回
準
備
委
員
会

で
は
、
中
学
校
の
新
校
舎
建
設
候
補
地
で

あ
る
①
山
本
中
学
校
、
②
琴
丘
中
学
校
・

こ
と
お
か
中
央
公
園
、
③
八
竜
中
学
校
、

④
二
ツ
森
周
辺
の
４
つ
の
候
補
地
に
つ
い

て
、「
良
い
と
思
う
と
こ
ろ
」、「
課
題
と
思

う
と
こ
ろ
」、「
疑
問
点
」
を
挙
げ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
４
つ
の
候
補
地

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
や
課
題

が
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
第
３
回
三
種
町
立
小
・
中
学
校

再
編
準
備
委
員
会
で
は
、
各
候
補
地
の
課

題
を
ど
う
解
決
で
き
る
か
、
町
教
育
委
員

会
か
ら
現
状
や
考
え
ら
れ
る
対
応
等
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

【
課
題
解
決
の
ポ
イ
ン
ト
】

❶
通
学
路
　
❷
防
犯
　
❸
防
災

❹
通
学
距
離
と
時
間
　
❺
施
設

❻
熊
　
❼
そ
の
他

山
本
中
学
校

❶
通
学
路
に
つ
い
て

・
校
舎
入
口
の
信
号
機
の
あ
る
変
則
十
字

路
の
安
全
確
保
は
、関
係
機
関
と
協
議
・

要
望
が
必
要

・
信
号
機
か
ら
校
門
ま
で
は
歩
道
あ
り
、

道
幅
は
県
道
と
同
じ
６
ｍ

❷
防
犯
に
つ
い
て

・
敷
地
内
の
公
道
利
用
者
は
１
人
の
み

❸
防
災
に
つ
い
て

・
土
砂
災
害
の
恐
れ
が
あ
れ
ば
必
要
に
応

じ
て
改
修
が
必
要

・
河
川
氾
濫
は
、
平
成
25
年
以
降
な
く
、

河
川
改
修
工
事
が
進
行
中

・
現
山
本
中
学
校
建
設
の
際
の
敷
地
地
盤

調
査
で
は
、
建
設
に
適
し
て
い
る
と
診

断
さ
れ
、
過
去
２
回
の
大
地
震
（
日
本

海
中
部
、
東
日
本
）
で
も
被
害
な
し

❹
通
学
距
離
と
時
間
に
つ
い
て

・
山
本
地
域
は
現
状
通
り
で
、
琴
丘
地
域

の
長
信
田
、
泉
沢
、
八
竜
地
域
の
川
尻

を
除
く
地
域
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
対
応
と

な
り
、
所
要
時
間
は
琴
丘
地
域
が
最
大

31
分
、
八
竜
地
域
が
最
大
29
分

琴
丘
中
学
校
・
こ
と
お
か
中
央
公
園

❶
通
学
路
に
つ
い
て

・
中
央
公
園
前
の
十
字
路
付
近
の
信
号
機

設
置
に
つ
い
て
は
、関
係
機
関
と
協
議
・

要
望
が
必
要

❸
防
災
に
つ
い
て

・
沼
は
特
に
問
題
は
な
く
、
中
学
校
は
災

害
時
の
避
難
場
所
で
あ
る

❹
通
学
距
離
と
時
間
に
つ
い
て

・
鹿
渡
は
現
状
通
り
で
、
上
岩
川
、
鯉
川
、

山
本
・
八
竜
地
域
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
対

応
と
な
り
所
要
時
間
は
山
本
地
域
が
最

大
57
分
、
八
竜
地
域
が
最
大
33
分

❺
施
設
に
つ
い
て

・
校
舎
か
ら
各
運
動
施
設
ま
で
の
徒
歩
で

の
移
動
距
離
は
、
総
合
体
育
館
７
５
５

ｍ
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
３
０
４
ｍ
、
多
目

的
広
場
３
８
２
ｍ

八
竜
中
学
校

❶
通
学
路
に
つ
い
て

・
中
学
校
の
入
口
が
狭
い
た
め
、
改
修
が

必
要
で
、
信
号
機
設
置
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
協
議
・
要
望
が
必
要

❸
防
災
に
つ
い
て

・
河
川
氾
濫
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、

過
去
に
浸
水
被
害
は
な
し

❹
通
学
距
離
と
時
間
に
つ
い
て

・
八
竜
地
域
は
飯
塚
、
追
泊
が
ス
ク
ー
ル

バ
ス
対
応
。他
地
区
は
現
状
通
り
と
し
、

琴
丘
・
山
本
地
域
（
和
田
を
除
く
）
は

ス
ク
ー
ル
バ
ス
対
応
と
な
り
、
所
要
時

間
は
琴
丘
地
域
が
最
大
44
分
、
山
本
地

域
が
最
大
61
分

❺
施
設
に
つ
い
て

・
八
竜
野
球
場
ま
で
の
徒
歩
で
の
移
動
距

離
が
６
０
０
ｍ
の
た
め
、
移
動
ル
ー
ト

の
確
立
が
必
要
で
、
横
断
用
の
歩
行
者

専
用
信
号
機
設
置
に
つ
い
て
は
、
関
係

機
関
と
協
議
・
要
望
が
必
要

二
ツ
森
周
辺

❶
通
学
路
に
つ
い
て

・
国
道
の
交
通
量
が
多
い
た
め
、
徒
歩
・

自
転
車
通
学
の
安
全
指
導
強
化
が
必
要

・
安
全
対
策
と
し
て
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や

歩
道
、街
灯
等
の
整
備
が
必
要
と
な
り
、

関
係
機
関
と
協
議
・
要
望
が
必
要

・
送
迎
時
の
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
危

険
箇
所
の
洗
い
出
し
や
冬
道
で
の
危
険

箇
所
の
提
示
が
必
要

❷
防
犯
に
つ
い
て

・
防
犯
の
た
め
、
フ
ェ
ン
ス
等
を
設
置
す

る
必
要
が
あ
る

❸
防
災
に
つ
い
て

・
建
設
に
適
し
た
場
所
か
ど
う
か
に
つ
い

て
地
盤
調
査
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る

❹
通
学
距
離
と
時
間
に
つ
い
て

・
６
㎞
以
上（
全
町
共
通
）
が
ス
ク
ー
ル

バ
ス
対
応
と
な
り
、
徒
歩
や
自
転
車
、

保
護
者
送
迎
の
地
区
が
多
く
な
る
。
バ

ス
の
所
要
時
間
は
琴
丘
地
域
が
最
大
21

分
、
山
本
地
域
が
最
大
54
分
、
八
竜
地

域
が
最
大
23
分

❺
施
設
に
つ
い
て

・
土
地
購
入
費
や
建
設
費
に
は
、
有
利
な

起
債
を
活
用
し
て
対
応
可
能

・
農
地
か
ら
建
設
地
に
転
用
す
る
場
合
に

は
手
続
が
必
要
で
、
地
権
者
の
意
向
は

不
明

・
建
設
候
補
地
は
、
農
業
振
興
地
域
の
農

用
地
区
域
内
農
地
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

農
振
除
外
お
よ
び
農
地
転
用
許
可
の
見

通
し
は
不
明
確
・
用
地
買
収
に
つ
い
て

は
見
通
せ
な
い
状
況

　

そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
地
が
抱
え
る
課
題
に

つ
い
て
、
町
教
育
委
員
会
か
ら
以
上
の
よ

う
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
説
明
に
対
し
、
グ
ル
ー
プ
協
議
や

全
体
会
で
の
質
疑
を
行
っ
た
の
ち
、
出
席

委
員
に
対
し
て
意
向
調
査
（
第
一
、
第
二

候
補
地
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
今
後
、
準

備
委
員
会
で
は
、
11
月
３
日
に
現
地
視
察

会
を
行
い
最
終
的
な
確
認
を
し
、そ
の
後
、

11
月
12
日
に
第
４
回
準
備
委
員
会
を
開
催

し
、
さ
ら
に
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

10月７日：琴丘地域拠点センター

学
校
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中

中学校の新校舎建設候補地に係る意向調査結果

建 設
候補地 山 本 中

琴 丘 中
ことおか
中央公園

八 竜 中 二 ッ 森
周 辺

第一
候補

16
64％

４
16％

３
12％

２
８％

第二
候補

４
17％

13
54％

３
12％

４
17％

※委員数29人中欠席１人　有効票　第一候補地25人
第二候補地24人

令和３年11月 2413



候補地 山本中 琴丘中・中央公園 八竜中 二ツ森

第一候補 16 4 3 2

％ 64 16 12 8

第二候補 4 13 3 4

％ 17 54 13 17

第１候補

その他 1

第２候補

その他 1

・予算が安くすむ。　・完成までのスケジュールが早い（早期完成）。

・土砂災害の恐れに対しては町の責任（学校設置者）で対応可能と思われる。

・町が最初に推薦した場所なので。

・土地が広い。・将来、小・中一貫校にしやすい。

・中間点である。・施設等の条件がよい。

・通学時間。

山本球場や山本体育館を活用することで施設が充実している。

・全体的に見てバランス良し。課題はあるが、いずれもクリア可能。トータルでみて適地。

・二ツ森は不透明すぎ最初から候補地として見ていない。そうすると３地区の中心付近であるのが山本中学校となるから。

・メリット、デメリットを考えた際、一番平均的。

・敷地内にすべておさまる。

・施設が整っている等、全ての面で優れている。

・IC（交通）　・教委　・周辺施設

・交通の便がよく、他校・地域との交流ができる。　・保護者の送迎の負担が少ない。　・運動施設が充実。　・先行統合によ
る部活動の充実が可能。　・施設利用者が多く、校地の安全性が高い。

・スポーツ、文化の中心であり教育に役立つ。

・フラットな土地や公園、体育館がある。　・町の中心地でもあり、地域に開かれている。　・若干の狭状はあるかも。

・校舎全体を見渡せる。　・国道の近くである。　建設費が安い。

・安全である。　・等距離である。　・財政負担が少ない。

・町の中間であるし、通学路の整備などをして安全な登下校ができるようにする。　・将来を見据えた立派な校舎が完成で
きる。　・何より管理の面でよい。

・町の将来を担う子どもたちを教育する場なので、新しい場所で町の中心となる場所が望ましい。

・検討時間が短く、現状では回答できない。

・理想に近い建設。

・距離的に平等感がある。　・自然に恵まれ環境がよい。

・通学時間が平均的。

・施設が充実している。　・高速、駅等の交通の便がよい。

・施設の有効利用が可能である。

・スクールバスを多くの人が利用できる。　・校舎の建築が早い。

・ことおか中央公園と併用することで、最新で良好な環境を期待できる。

・八竜と琴丘を比較すると駅や高速道路ＩＣがあり、交通の利便性を感じるのが琴丘だから。

・現校舎の位置に建設すれば収まりがよいのではないか。

・町のスポーツ施設を利用することができる。スカルパも、今後部活で使えるように協議してほしい。

・安全である。　・周辺環境が整っている。　・一部を除き通学の便もよい。

・山中、琴中とくらべればベストではないかと思う。

・教育ビジョンを反映させた学校づくりが可能。農地転用や買収など不確実な要素が懸念材料。

・３方向から見て中央である。土地の広さ等、よい面が多い。土地取得の問題がスムーズに解消できるのであれば…。

・将来を見越して自由に学校の配置ができる。　・町の中心であり、通学も旧３町同じくらいである。

・既存の中学校はそれぞれに課題がある。少し年数がかかっても、安全・安心なところに建設することを強く望みます。

　＊第二候補地は意向なし。

第３回　三種町立小・中学校学校再編準備委員会「意向調査」結果

琴丘中・中央公園 4

八竜中学校 3

二ツ森周辺 2

山本中学校 4

八竜中学校 3

二ツ森周辺 4

山本中学校 16

琴丘中・中央公園 13

資料：5

14



小・中学校の学校再編について
中学校建設候補地視察会（二ツ森周辺、八竜中、山本中、琴丘中・ことおか中央公園）

「第４回 三種町立小・中学校再編準備委員会」

工
事
が
伴
う
こ
と
」
と
「
山
本
中
学

校
体
育
館
脇
の
一
部
が
秋
田
県
の
土

砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
と
な
っ
て
い

る
が
、
現
在
ま
で
災
害
が
発
生
し
て

い
な
い
た
め
、
県
担
当
者
か
ら
は
改

修
工
事
を
行
う
計
画
は
な
い
こ
と
」

が
新
た
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
山
本
中
学
校
は
、
現
状
子
ど
も

が
通
っ
て
い
る
校
舎
で
あ
る
た
め
、

調
査
を
行
い
な
が
ら
、
改
修
工
事
を

含
め
た
必
要
な
対
応
を
行
う
こ
と
も

重
ね
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
会
で
は
、
候
補
地
そ

れ
ぞ
れ
の
良
さ
や
課
題
に
つ
い
て
再

確
認
す
る
と
と
も
に
、
特
に
課
題
に

対
し
て
の
対
応
策
に
つ
い
て
事
務
局

よ
り
詳
し
く
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

【
第
４
回
三
種
町
立
小
・
中
学
校

再
編
準
備
委
員
会
】に
つ
い
て

　

11
月
12
日
、
第
４
回
準
備
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、
統
合
中
学
校
の
建
設

候
補
地
と
し
て
山
本
中
学
校
と
琴
丘

中
学
校
・
こ
と
お
か
中
央
公
園
の
２

か
所
を
適
地
と
し
て
絞
り
込
み
、
意

見
書
の
作
成
に
取
り
か
か
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、「
視
察
会
を
踏
ま
え

た
う
え
で
再
度
意
向
調
査
を
し
て
ほ

し
い
」
や
「
文
科
省
か
ら
出
さ
れ
て

い
る
『
中
学
校
施
設
整
備
指
針
』
を

基
に
、
再
度
評
価
を
し
直
し
て
は
ど

う
か
」
と
言
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
、「
今
回
の
学
校

統
合
を
進
め
る
理
由
の
一
つ
に
、
複

式
学
級
の
解
消
が
あ
り
、
急
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
ま
ま
先
延
ば

し
に
す
れ
ば
一
番
の
犠
牲
者
は
子
ど

も
た
ち
に
な
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

守
る
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
」
や

「
文
科
省
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
資
料

は
あ
ま
り
具
体
的
で
は
な
い
と
感
じ

た
。
そ
れ
よ
り
も
三
種
町
の
実
情
を

よ
く
知
っ
て
い
る
自
分
た
ち
の
意
見

が
大
切
だ
と
思
う
。
意
向
調
査
で
も

第
一
候
補
地
で
あ
る
山
本
中
学
校
、

第
二
候
補
地
で
あ
る
琴
丘
中
学
校
・

こ
と
お
か
中
央
公
園
が
過
半
数
を
占

め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
つ
に

絞
っ
て
検
討
を
進
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
前
述
の
２
か
所

を
候
補
地
と
し
て
意
見
書
を
ま
と
め

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
準
備
委
員
会
の
正
副
会

第４回準備委員会

【
中
学
校
建
設
候
補
地
視
察
会
】

に
つ
い
て

　

11
月
３
日
、
準
備
委
員
10
人
と
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
２
人
の
計
12
人
が
参
加

し
、
建
設
候
補
地
の
視
察
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
視
察
は
、
二
ツ
森
周
辺
、

八
竜
中
学
校
、
山
本
中
学
校
、
琴
丘

中
学
校
・
こ
と
お
か
中
央
公
園
の
順

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
視
察
会
で
は
、

「
二
ツ
森
を
通
る
農
免
道
路
の
管
理

は
町
で
あ
り
、
歩
道
等
を
増
設
す
る

場
合
に
は
必
要
な
土
地
買
収
や
改
修

学
校
再
編
情
報
コ
ー
ナ
ー
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教
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長
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山本中学校グラウンド

長
と
教
育
委
員
会
事
務
局
で
構
成
す

る
起
草
委
員
会
で
意
見
書
（
案
）
を

作
成
し
、
そ
れ
を
基
に
第
５
回
準
備

委
員
会
で
意
見
書
を
取
り
ま
と
め
る

予
定
で
す
。
そ
の
後
、
町
の
総
合
教

育
会
議
で
候
補
地
を
決
定
し
、
議
会

に
報
告
し
た
後
、
町
民
の
方
が
た
へ

報
告
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

令和３年12月 2615




